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(57)【要約】
　圧力発生及び調整システムと、フィンガーカフと、を
含む血圧測定システム用のコネクタが開示されており、
コネクタは、圧力発生及び調整システムに空気圧的及び
延期的に接続された第１の半分体と、フィンガーカフに
固定して取り付けられた第２の半分体と、を備え、第１
の半分体と第２の半分体とは、２つ以上の配向で接続可
能であり、第１の半分体と第２の半分体が接続される際
、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフとは空気
圧的及び電気的に接続される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧力発生及び調整システムとフィンガーカフとを含む血圧測定システム用のコネクタで
あって、
　前記圧力発生及び調整システムに空気圧的及び電気的に接続されている第１の半分体と
、
　前記フィンガーカフに固定して取り付けられた第２の半分体であって、前記第１の半分
体と前記第２の半分体とは、２つ以上の配向で接続可能であり、前記圧力発生及び調整シ
ステムと前記フィンガーカフとは、前記第１の半分体と前記第２の半分体が接続されてい
る際に、空気圧的及び電気的に接続されてことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とが、２つ、４つ、または６つの配向で接続可能
であることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記第１の半分体は、前記第２の半分体に対して平面内で連続的に回転可能であること
を特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記第２の半分体は、同心円状の形状の電気コネクタパッドを含むことを特徴とする請
求項３に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記第２の半分体は、２つ以上の別個の組の電気コネクタパッドを含むことを特徴とす
る請求項１に記載のコネクタ。
【請求項６】
　各組の電気コネクタパッドが、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続可能であ
る１つの配向で対応することを特徴とする請求項５に記載のコネクタ。
【請求項７】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とは、前記第１の半分体と前記第２の半分体との
位置合わせを容易にする１つまたは複数の機械的キー特徴部を備えることを特徴とする請
求項１に記載のコネクタ。
【請求項８】
　磁気保持機構をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項９】
　スナップ機構、ツイストオン機構、圧入機構、またはカムラッチのうちの１つまたは複
数をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項１０】
　前記圧力発生及び調整システムは、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続され
ている際、前記フィンガーカフの膨張式ブラダに空気圧を与えることを特徴とする請求項
１に記載のコネクタ。
【請求項１１】
　患者の血圧を測定するための圧力発生及び調整システムを含む血圧測定システムのフィ
ンガーカフにコネクタを適用するための方法であって、当該方法は、
　前記フィンガーカフを前記患者の指に取り付けるステップと、
　前記コネクタの第１の半分体を前記コネクタの第２の半分体に接続し、前記コネクタの
第２の半分体は、前記フィンガーカフに固定して取り付けられており、前記第１の半分体
は、前記圧力発生及び調整システムに空気圧的及び電気的に接続されており、前記第１の
半分体と前記第２の半分体とは、２つ以上の配向で接続可能であり、前記第１の半分体と
前記第２の半分体とが接続される際、前記圧力発生及び調整システムと前記フィンガーカ
フとは空気圧的及び電気的に接続されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とは、２つ、４つ、または６つの配向で接続可能
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であることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の半分体は、前記第２の半分体に対して平面内で連続的に回転可能であること
を特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の半分体は、同心円状の形状の電気コネクタパッドを含むことを特徴とする請
求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２の半分体は、２つ以上の別々の組の電気コネクタパッドを含むことを特徴とす
る請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　各組の電気コネクタパッドは、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続可能であ
る１つの配向で対応することを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とは、前記第１の半分体と前記第２の半分体との
位置合わせを容易にする１つまたは複数の機械的キー特徴部を含むことを特徴とする請求
項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　磁気保持機構が前記第１の半分体と前記第２の半分体と接続するのに利用されることを
特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体と接続するのに、スナップ機構、ツイストオン機
構、圧入機構、またはカムラッチのうちの１つ以上をさらに含むことを特徴とする請求項
１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記圧力発生及び調整システムは、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続され
た際、前記フィンガーカフの膨張式ブラダに空気圧を提供することを特徴とする請求項１
１に記載の方法。
【請求項２１】
　患者の血圧を測定するための圧力発生及び調整システムを含む血圧測定システムであっ
て、当該血圧測定システムは、
　患者の指に付けられたフィンガーカフと
　コネクタであって、
　　圧力発生及び調整システムに空気圧的及び電気的に接続されている第１の半分体と、
　　前記フィンガーカフに固定して取り付けられた第２の半分体であって、前記第１の半
分体と前記第２の半分体とは、２つ以上の配向で接続可能であり、前記第１の半分体と前
記第２の半分体とが接続される際、前記圧力発生及び調整システムと前記フィンガーカフ
とは、空気圧的及び電気的に接続される、第２の半分体と、
　を備えるコネクタ、
を備えることを特徴とする血圧測定システム。
【請求項２２】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とは、２つ、４つ、または６つの配向で接続可能
であることを特講とする請求項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項２３】
　前記第１の半分体は、前記第２の半分体に対して平面内で連続的に回転可能であること
を特徴とする請求項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項２４】
　前記第２の半分体は、同心円状のリングである電気コネクタパッドを含むことを特徴と
する請求項２３に記載の血圧測定システム。
【請求項２５】
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　前記第２の半分体は、２つ以上の別個の組の電気コネクタパッドを含むことを特徴とす
る請求項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項２６】
　各組の電気コネクタパッドは、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続可能であ
る１つの配向で対応することを特徴とする請求項２５に記載の血圧測定システム。
【請求項２７】
　前記第１の半分体と前記第２の半分体とは、前記第１の半分体と前記第２の半分体との
位置合わせを容易にする１つまたは複数の機械的キー特徴部を含むことを特徴とする請求
項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項２８】
　磁気保持機構をさらに備えることを特徴とする請求項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項２９】
　スナップ機構、ツイストオン機構、圧入機構、またはカムラッチのうちの１つまたは複
数をさらに備えることを特徴とする請求項２１に記載の血圧測定システム。
【請求項３０】
　前記圧力発生及び調整システムは、前記第１の半分体と前記第２の半分体とが接続され
る際、前記フィンガーカフの膨張式ブラダに空気圧を提供することを特徴とする請求項２
１に記載の血圧測定システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ボリュームクランプ法を利用するフィンガーカフを含む血圧測定
システム用のフィンガーカフコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ボリュームクランプ法は、静脈血流が完全に遮断され動脈圧が一定の動脈容積を維持す
るために時間的に変動する圧力によってバランスが取られるように圧力が被験者の指に加
えられる血圧を非侵襲的に測定する技術である。適切にフィットし、較正されたシステム
では、適用される時変圧は指の動脈血圧に等しい。加えられた時変圧を測定して、患者の
動脈血圧を読み取ることができる。
【０００３】
　これは、患者の指の周りに配置されているフィンガーカフによって達成され得る。フィ
ンガーカフは、赤外線光源、赤外線センサ、及び、膨張式ブラダ（inflatable bladder）
を含み得る。赤外光は、指の動脈が存在する指を通して送られ得る。赤外線センサは赤外
線を選別し、センサによって記録される赤外線の量は動脈の直径に反比例し、動脈内の圧
力を示し得る。
【０００４】
　フィンガーカフの実施において、フィンガーカフ内のブラダを膨張させることによって
、指動脈に圧力がかかる。圧力が十分に高い場合、それは動脈を圧迫し、センサによって
記録される光量が増加します。動脈を圧縮するために膨張式ブラダに必要な圧力の量は血
圧に依存する。指動脈の直径が一定に保たれるように膨張式ブラダの圧力を制御すること
によって、膨張式ブラダ内の圧力が血圧に直接関連するので、血圧を非常に正確に詳細に
監視することができる。
【０００５】
　今日の典型的なフィンガーカフの実施においては、ボリュームクランプシステムがフィ
ンガーカフと共に使用される。ボリュームクランプシステムは、典型的には、圧力発生シ
ステムと、動脈容積の測定に使用される閉ループフィードバックシステム内に、ポンプ、
弁、及び圧力センサを含む調整システムと、を含む。正確に血圧を測定するために、フィ
ードバックループは、被験者の血圧の圧力変動と一致するのに十分な圧力生成及び解放機
能をもたらす。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　今日の実施では、圧力発生及び調整システムは、クランプされた指から離れて配置され
ている。動脈容積測定のための空気圧ライン及び電気的接続を含むケーブルにより、圧力
発生及び調整システムが、指に圧力を加えるフィンガーカフに接続される。フィンガーカ
フと患者の指との間の物理的相互作用は、フィンガーカフ内の圧力が患者の動脈内の圧力
と等しくなるように（例えば、経壁圧降下が無視できるように）、適切にフィットし較正
されたシステムを達成するために重要である。ケーブルによってフィンガーカフに加えら
れる機械的な力は、フィンガーカフと患者の指の間のフィット感と相互作用に影響を与え
、それによって正確で継続的な血圧測定を妨げる可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフとを含む血圧測定シ
ステム用のコネクタに関する。コネクタは、圧力発生及び調整システムに空気圧的かつ電
気的に接続ざれた第１の半分体と、フィンガーカフに固定して取り付けられた第２の半分
体と、を備え、第１の半分体及び第２の半分体は、２つ以上の配向で接続可能であり、圧
力発生及び調整システムとフィンガーカフとは、第１の半分体及び第２の半分体が接続さ
れている際は、空気圧的かつ電気的に接続されている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態による血圧測定装置の一例の図である。
【図２Ａ】例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図である。
【図２Ｂ】例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図である。
【図２Ｃ】例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図である。
【図３Ａ】２つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図３Ｂ】２つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図４Ａ】４つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図４Ｂ】４つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図４Ｃ】４つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図４Ｄ】４つの異なる配向で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対を示す図で
ある。
【図５Ａ】フィンガーカフコネクタ対の第１の半分体がフィンガーカフコネクタ対の第２
の半分体に対して連続的に回転可能である、フィンガーカフコネクタ対の別の実施形態を
示す図である。
【図５Ｂ】フィンガーカフコネクタ対の第１の半分体がフィンガーカフコネクタ対の第２
の半分体に対して連続的に回転可能である、フィンガーカフコネクタ対の別の実施形態を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の実施形態は、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフとを含む血圧測定シ
ステム用のコネクタに関する。コネクタは、圧力発生及び調整システムに空気圧的かつ電
気的に接続ざれた第１の半分体と、フィンガーカフに固定して取り付けられた第２の半分
体と、を備え、第１の半分体及び第２の半分体は、２つ以上の配向で接続可能であり、圧
力発生及び調整システムとフィンガーカフとは、第１の半分体及び第２の半分体が接続さ
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れている際は、空気圧的かつ電気的に接続されている。
【００１０】
　図１を参照して、血圧測定装置１０２の一例を説明する。本発明の実施形態によるフィ
ンガーカフコネクタ１２２は、血圧測定装置１０２と共に利用され得る。図１に示すよう
に、血圧測定装置１０２は、患者の指に取り付けられ得る適切な構造を有するフィンガー
カフ１０４と、患者の体（例えば患者の手）に取り付けられ得る血圧測定コントローラ１
２０と、を含み得る。血圧測定装置１０２は、患者監視装置１３０、及び、いくつかの実
施形態ではポンプ１３４にさらに接続され得る。さらに、フィンガーカフ１０４は、フィ
ンガーカフには一般的な、ブラダ（図示せず）及びＬＥＤ－ＰＤ対（図示せず）を含み得
る。
【００１１】
　一実施形態では、血圧測定装置１０２は、小型内部ポンプ、小型内部弁、圧力センサ、
及び、制御回路を含む血圧測定コントローラ１２０を含み得る。この実施形態では、制御
回路は、内部ポンプによってフィンガーカフ１０４のブラダに印加される空気圧を制御し
て、フィンガーカフ１０４のＬＥＤ－ＰＤ対から受信したプレース信号（pleth signal）
を測定することに基づいて患者の血圧を再現するように構成され得る。さらに、制御回路
は、内部弁の開放を制御してブラダから空気圧を解放する、或いは、内部弁は単に制御さ
れていないオリフィスであり得る、ように構成され得る。フィンガーカフコネクタ１２２
は、チューブ１２３を介して血圧測定コントローラ１２０からフィンガーカフ１０４のブ
ラダまで受けた空気圧を伝達する。随意的に、制御回路は、圧力センサからの入力に基づ
き、患者の血圧と同じであるべきであるブラダの圧力を監視することによって患者の血圧
を測定し、かつ、患者監視装置１３０上に患者の血圧を表示し得るように構成され得る。
【００１２】
　別の実施形態では、ポンプ１３４が患者の体から離れて配置されている従来の圧力生成
及び調整システムが利用され得る。この実施形態では、血圧測定コントローラ１２０は、
チューブ１３６を介して遠隔ポンプ１３４から空気圧を受け取り、チューブ１２３を介し
てフィンガーカフコネクタ１２２を介してフィンガーカフ１０４のブラダまで空気圧を伝
達する。また、他の機能と同様に、フィンガーカフ１０４に加えられる空気圧を制御する
（例えば、制御可能な弁を利用する）。この例では、フィンガーカフ１０４のＬＥＤ－Ｐ
Ｄ対から受信したプレース信号を測定すること、及び、ブラダの圧力を監視することによ
って患者の血圧を測定することに基づいて患者の血圧を再現する、ポンプ１３４によって
フィンガーカフ１０４のブラダに加えられる空気圧は、遠隔コンピューティングデバイス
及び／または血圧測定コントローラ１２０及び／または患者監視装置１３０自体によって
制御されてもよく、患者監視装置１３０は、患者の血圧も表示し得る。
【００１３】
　フィンガーカフコネクタ１２２に関する本発明の実施形態は、前述のように小型内部ポ
ンプ及び制御回路を有する血圧測定コントローラ１２０と共に、または、遠隔ポンプ１３
４及び遠隔処理、または、これらの任意の組み合わせを含む従来の圧力生成及び調整シス
テムと共に利用され得ることを理解されたい。さらに、いくつかの実施形態では、血圧測
定コントローラ１２０は全く使用されず、遠隔圧力調整システムを含む遠隔ポンプ１３４
から、チューブ１２３からフィンガーカフコネクタ１２２への接続が単にあるだけであり
、圧力発生及び調整システム、データ処理、及び、表示のためのすべての処理は、遠隔コ
ンピューティングデバイスによって実行される。フィンガーカフ１０４及び血圧測定コン
トローラ１２０を含む血圧測定装置１０２の操作は、内部小型ポンプ及び制御回路を有す
る血圧測定コントローラ１２０に対して以下により詳細に説明さるだろうが、フィンガー
カフコネクタ１２２は、遠隔ポンプ１３４及び遠隔処理を含む従来の圧力発生及び調整シ
ステムと共に同様に利用され得ることを理解されたい。
【００１４】
　この例を続けると、図１に示されるように、血圧測定装置１０２を用いて患者の血圧を
測定するために、患者の手を肘掛け１１２の面１１０に置くことができる。血圧測定装置
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１０２の血圧測定コントローラ１２０は、血圧測定に使用するためのブラダに空気圧を提
供するために、フィンガーカフコネクタ１２２を介してフィンガーカフ１０４のブラダに
結合され得る。血圧測定コントローラ１２０は、電源／データケーブル１３２を介して患
者監視装置１３０に結合され得る。また、一実施形態では、前述のように、遠隔実施にお
いて、血圧測定コントローラ１２０は、チューブ１３６を介して遠隔ポンプ１３４に結合
され、フィンガーカフ１０４のブラダの空気圧を受け得る。患者監視装置１３０は、血圧
を含む患者の生理学的読み取り値／データ、及び、その他の適切な生理学的患者の測定値
を読み取り、収集、処理、表示等することができる任意の種類の医療用電子装置とするこ
とができる。したがって、電源／データケーブル１３２は、患者監視装置１３０へ、また
は患者監視装置１３０からデータを伝送でき、かつ、患者監視装置１３０から血圧測定コ
ントローラ１２０及びフィンガーカフ１０４に電力を供給することもできる。
【００１５】
　一実施形態では、ハートリファレンスセンサ（ＨＲＳ）を患者の心臓レベルの近くに配
置し、ＨＲＳコネクタによって血圧測定装置１０２の血圧測定コントローラ１２０に接続
され、血圧測定値の計算におけるフィンガーカフ１０４と心臓レベルとの間の高さの差に
よる潜在的な誤差の補償を可能にする。
【００１６】
　図１から分かるように、一例では、フィンガーカフ１０４を患者の指に装着し、血圧測
定コントローラ１２０を患者の手首に巻き付ける装着ブレスレット１２１を用いて患者の
手に装着することができる。しかしながら、血圧測定コントローラ１２０のサイズが小さ
いために、多種多様な取り付け構成が利用され得ることを理解されたい。例えば、血圧測
定コントローラ１２０は、患者の指（例えば、フィンガーカフ１０４と同じ指、或いは、
１つまたは複数の異なる指）、手、手首、腕、または、それが便利な方法でフィンガーカ
フ１０４に局所的に配置される他の場所に位置し得る。１つの特定の例として、血圧測定
コントローラ１２０は、（例えば、装着ブレスレットまたは単にベルクロテープを利用し
て）一対の患者の他の指に留められ得る。装着ブレスレット１２１は、金属、プラスチッ
ク、ベルクロなどであり得る。
【００１７】
　或いは、血圧測定コントローラ１２０は、患者の体の上ではなく、フィンガーカフ１０
４に近接して配置または取り付けられ得る。例えば、血圧測定コントローラ１２０は、フ
ィンガーカフ１０４の近くに肘掛け１１２に固定または取り付けられ得（例えば、クリッ
プ上に置かれるか、またはベルクロテープ（登録商標）で固定される）、または、単にフ
ィンガーカフ１０４からぶら下がってもよく、何にも取り付けられなくてもよい。血圧測
定コントローラ１２０を患者の身体から取り外すことによって、患者の動脈及び静脈への
アクセスが自由になる。さらに、図１に示す血圧測定コントローラ１２０の略長方形の構
成は単なる設計上の実施形態であり、任意の適切な形状が使用され得ることを理解された
い。血圧測定コントローラ１２０のサイズが小さいため、多種多様な取り付け構成を利用
することができ、これらは単なる例であることをさらに理解されたい。
【００１８】
　本発明の実施形態によるフィンガーカフコネクタ１２２は、フィンガーカフ１０４を本
明細書に記載の血圧測定コントローラ１２０に、または、患者の体から離れて配置されて
いる従来の圧力発生及び調整システム（例えば、患者から離れて配置されているポンプ１
３４）などの任意の他の種類の圧力発生及び調整システムに、接続するように利用され得
ることを理解されたい。血圧測定コントローラ１２０を含むがこれに限定されない、使用
可能な任意の種類の圧力発生及び調整システムは、単に圧力発生及び調整システムとして
説明され得る。さらなる例として、いくつかの実施形態では、血圧測定コントローラ１２
０がまったくなくてもよく、遠隔制御される遠隔ポンプ１３４がチューブ１３６及び１２
３を介してフィンガーカフコネクタ１２２及びフィンガーカフ１０４に直接接続されてフ
ィンガーカフ１０４に空気圧を与え得る。
【００１９】
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　図２Ａ～図２Ｃを参照すると、フィンガーカフコネクタ１２２の一例を示す図が示され
ている。説明したように、フィンガーカフコネクタ１２２はフィンガーカフ１０４に結合
され得る。フィンガーカフ１０４は、患者の指の周りにブラダ１０５を巻き付けてＬＥＤ
－ＰＤ対（図示せず）を整列させるための適切な可撓性円形構造を含み得る。フィンガー
カフ１０４を患者にしっかりと取り付けるために、フィンガーカフ１０４の外側部分（例
えば、外側部分のベルクロテープ（登録商標））に固定するための拡張された固定部１５
３（例えば、内側のベルクロテープ（登録商標））を有し得る。フィンガーカフコネクタ
１２２は、図２Ａ及び図２Ｂに示すように、フィンガーカフ１０４の上部に取り付けられ
得る。
【００２０】
　フィンガーカフコネクタ１２２は、ケーブル部１２３、接続部１２５、及び、フィンガ
ーカフコネクタ対（１２２Ａ及び１２２Ｂ）を含み得る。上部フィンガーカフコネクタ１
２２Ａのハウジングは、取扱い、配置、取り付け、及び、下部フィンガーカフコネクタ１
２２Ｂへのユーザによる回転を容易にするために、２つの対向する突起１２９を有する略
円形であり、下部フィンガーカフコネクタ１２２Ｂは略正方形であり得る。そして、後述
するように、上部及び下部フィンガーカフコネクタ１２２Ａ及び１２２Ｂは互いに嵌合す
る。接続部１２５は、フィンガーカフコネクタ対１２２Ａ及び１２２Ｂをケーブル部１２
３に接続する。ケーブル部１２３は、前述のように空気圧用の管部を含み得、特に適切な
空圧管部１２７を含み得る。フィンガーカフ１０４のブラダ１０５及び適切な電気接続（
例えば、電気配線－図示せず）に空気圧を供給して、フィンガーカフ１０４のＬＥＤ－Ｐ
Ｄ対から受信したプレース信号を適切なコンピューティングデバイスに送信する。
【００２１】
　前述のように、フィンガーカフコネクタ対１２２は、２つの半分体を備え得、第１の半
分体１２２Ａは、空圧管部１２７（空気圧の伝達用）及び電線（伝達用及び伝達用）を介
して圧力発生及び調整システムに接続されており、第２の半分体１２２Ｂは、正方形の取
付板１６０上でフィンガーカフ１０４に固定的に取り付けられている。図２Ａ～図２Ｃに
示すように、フィンガーカフコネクタの上部第１の半分体１２２Ａは、開放内部と、外側
部が接続される取付板１６０の外側部と接触する略正方形の底部と、を有する。さらに、
後述するように、フィンガーカフコネクタの上部第１の半分体１２２Ａの内側部分は、以
下により詳細に説明するように、多様の可能な配向をもたらせるように、略正方形の取付
部１７０を取り囲む。また、第１の半分体１２２Ａは、電気コネクタピン１８２を装着し
、ケーブル部１２３内の電気配線に接続するためのＵ字形プリント回路基板部１３１を含
み得る。
【００２２】
　第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂとが適切に接続されると、電気的接
続及び空気圧接続がフィンガーカフコネクタ対１２２の各半分体内に配置され、これによ
り、フィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａと第２の半分体１２２Ｂと
が適切に接続されると、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフ１０４との間に適切
な電気的接続及び空気圧接続が確立される。
【００２３】
　一例として、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフ１０４との間に適切に確立さ
れた電気接続は、圧力発生及び調整システムの回路とフィンガーカフ１０４の回路との間
の適切な電力、データ、及び、制御信号接続を含み得る（例えば、ＬＥＤ－ＰＤ対）。
【００２４】
　一実施形態では、適切な電気的接続を達成するために、フィンガーカフコネクタ対１２
２の第２の半分体１２２Ｂは、取付部１７０内に配置された複数の電気コネクタパッド１
８０を含み、取付部１７０は、電気コネクタパッド１８０のための適切なプリント回路基
板部を含む。後述するように、電気コネクタパッド１８０の組の数は、可能性のあるコネ
クタの配向の数と釣り合い、これにより、２つの半分体が任意の可能な配向で接続されて
いる際、第１の半分体１２２Ａ内のコネクタピン１８２との適切な接触を可能にする、第
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２の半分体１２２Ｂに内に電気コネクタパッド１８０の組が存在する。もちろん、本開示
の範囲から逸脱することなく、パッド－ピン接続以外の他の種類の電気的接続も利用され
得る。特定の配向で正しく接続されると、フィンガーカフ１０４のＬＥＤ－ＰＤ対からの
データは、コネクタパッド１８０及びコネクタピン１８２を通ってケーブル部１２３のワ
イヤを通って圧力発生及び調整システムに伝送されて処理される。
【００２５】
　さらに、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフ１０４との間に適切に確立された
空気圧接続は、圧力発生及び調整システムのポンプがフィンガーカフ１０４のブラダ１０
５に空気圧を提供することを可能にする。
【００２６】
　一実施形態では、第１の半分体１２２Ａからのケーブル部１２３の空圧管部１２７から
の空気圧は、フィンガーカフ１０４のブラダ１０５に接続されている第２の半分体１２２
Ｂのチューブ１６２に接続され得る。これは、適切な回転可能な取り付け装置１８４（例
えば、回転可能なシール）によってチューブ１６２に回転可能に連結されているＬ字形の
コネクタチューブ１６１によって作られる。このようにして、２つの半分体１２２Ａ及び
１２２Ｂが、以下に説明される任意の可能な配向で接続されると、圧力発生システムによ
ってフィンガーコネクタ対１２２を介してフィンガーカフ１０４のブラダ１０５に空気圧
がもたらされる。
【００２７】
　後述するように、異なる実施形態では、フィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分
体１２２Ａ及び第２の半分体１２２Ｂは、様々な異なる配向（例えば、２つ以上の可能な
配向）で接続され得る。例えば、第１の半分体１２２Ａ及び第２の半分体１２２Ｂは、２
つの配向（たとえば９０度）、４つの配向（たとえば４５度）、６つの配向（６０度）、
または任意の数の異なる配向で接続され得る。また、一実施形態では、第１の半分体１２
２Ａと第２の半分体１２２Ｂとが互いに接続または嵌合すると、第１の半分体１２２Ａは
、固定された第２の半分体１２２Ｂに対して平面内で連続的に回転し得る。
【００２８】
　図３Ａ及び図３Ｂをさらに参照すると、符号３００Ａ、３００Ｂは、２つの異なる配向
（例えば、９０度）で接続された例示的なフィンガーカフコネクタ対１２２を示す。図３
Ａは、後方向きに接続されたフィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａ及
び第２の半分体（その中に含まれる）を示す。図３Ｂは、前方向きに接続されたフィンガ
ーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａ及び第２の半分体（その中に含まれる）
を示す。
【００２９】
　図４Ａ、図４Ｂ、図４Ｃ、及び図４Ｄをさらに参照すると、符号４００Ａ、４００Ｂ、
４００Ｃ、４００Ｄは、４つの異なる配向（例えば、４５度）で接続された例示的なフィ
ンガーカフコネクタ対１２２を示す。図４Ａは、左方向に接続されたフィンガーカフコネ
クタ対１２２の第１の半分体１２２Ａ及び第２の半分体（その中に含まれる）を示す。図
４Ｂは、右向きに接続されたフィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａ及
び第２の半分体（その中に含まれる）を示す。
図４Ｃは、後方向きに接続されたフィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２
Ａ及び第２の半分体（その中に含まれる）を示す。図４Ｄは、前方向きに接続されたフィ
ンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａ及び第２の半分体（その中に含まれ
る）を示す。
【００３０】
　再び図２Ａ～図２Ｃをさらに参照して、図３～図４の異なる配向を達成するための様々
な実施例、ならびに他の実施形態について説明する。
【００３１】
　一実施形態では、フィンガーカフコネクタ対１２２の第１の上半分体１２２Ａ及び第２
の下半分体１２２Ｂは、図３～図４に示すような、２つ以上の別々の可能な配向で接続さ
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れ得る。これを達成するために、機械的キー及び磁気的特徴部を利用することができる。
特に、フィンガーカフコネクタ対１２２の第１の半分体１２２Ａは、コネクタ半分体の適
切な整列を容易にするようにフィンガーカフコネクタ対１２２の固定された第２の半分体
１２２Ｂに対して回転させて位置決めされ得、かつ、圧力発生及び調整システムとの適切
な電気的接続及び空気圧接続を確立するために固定された第２の半分体１２２Ｂに取り付
けられ得る。
【００３２】
　一実施形態では、磁気的特徴部と組み合わせたキーイング特徴部が、４つの可能な配向
を達成するために実施され得る。この実施形態では、フィンガーカフコネクタ対１２２の
第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂとは互いに接続されるかまたは嵌合す
る。フィンガーカフコネクタ１２２Ａの上部の第１の半分体は、開放内部と、取付板１６
０の外側部分と接触する略正方形の底部と、を有し、取付板１６０は、磁性材料で形成さ
れ得る。さらに、フィンガーカフコネクタ１２２Ａの上部の第１の半分体は、フィンガー
カフコネクタ１２２Ａの上部の第１の半分体の略四隅に配置された４対の略円筒形の磁石
１８３を含む。フィンガーカフコネクタ１２２Ｂの第２の下半分体は、角度が付いた四隅
１７２を含む略正方形の取付部１７０を有する。
【００３３】
　したがって、一例として、ユーザは、それらを互いに接続するために、４つの前述の配
向（例えば、図３～図４）のうちの１つで、第１の上半分体１２２Ａを第２の下半分体１
２２Ｂと位置合わせし得る。この接続動作では、フィンガーカフコネクタの上半分体１２
２Ａの内側部分は、固定された下半分体１２２Ｂの取付部１７０を取り囲み、その結果、
上半分体１２２Ａの四隅にある円筒形状の磁石１８３は、下半分体１２２Ｂの角度のつい
た四隅と嵌合して当接して、４つの異なる配向位置のうちの１つに適切に整列して接続す
る。このようにしてキーイング特徴部が提供される。さらに、円筒形状の磁石１８３は、
取付板１６０に当接し、取付板１６０の磁性材料と磁気的に接続し、これにより、第１の
半分体と第２の半分体とが互いに磁気的に取り付けられる（例えば、より確実な接続を提
供する）。これはほんの一例であり、設計上の考慮事項に応じて、２つ（９０度）、６つ
（６０度）、８つ（４５度）など、多種多様な配向が可能であることを理解されたい。
【００３４】
　上述したように、第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂとが互いに接続さ
れると、第１の半分体１２２Ａの電気コネクタピン１８２が、フィンガーカフの第２の半
分体１２２Ｂの取付部１７０の電気コネクタパッド１８０と接触することによって適切な
電気接続が達成され得る。電気コネクタパッド１８０の組の数は、２つの半分体が可能な
配向のいずれかで接続されている際に第１の半分体１２２Ａの電気コネクタピン１８２と
適切に接触する第２の半分体１２２Ｂの電気コネクタパッド１８０の組があるように可能
なコネクタの配向の数と釣り合い得る。図２Ａ～図２Ｃに示されるように、電気コネクタ
ピン１８２と接続するのに十分な電気コネクタパッド１８０が設けられて、２つまたは４
つの異なる配向の電気接続を提供する（例えば、図３～図４）。このようにして、圧力発
生及び調整システムとフィンガーカフ１０４との間に電気接続を適切に確立することがで
き、これらの電気接続は、圧力発生及び調整システムの回路とフィンガーカフ１０４の回
路との間の適切な電力、データ及び制御信号接続を含み得る（（例えば、ＬＥＤ－ＰＤ対
）。
【００３５】
　また、第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂとが嵌合すると、第１の半分
体１２２Ａからのケーブル部１２３の空圧管部１２７からの空気圧が、適切な回転可能な
取り付け装置１８４（例えば、回転可能なシール）によってチューブ１６２に回転可能に
連結されているＬ字型のコネクタチューブ１６１によってブラダ１０５に接続されている
第２の半分体１２２Ｂのチューブ１６２に接続され得る。このようにして、２つの半分体
１２２Ａ及び１２２Ｂが任意の可能な配向で接続されている際に、圧力発生システムによ
ってフィンガーカフコネクタ１２２を介して空気圧がフィンガーカフ１０４のブラダ１０
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５に供給され得る。特に、空気圧は、前述の配向（例えば、２つまたは４つの異なる配向
（例えば、図３～図４））のうちのいずれかでフィンガーカフ１０４のブラダ１０５に供
給され得る。
【００３６】
　また、他の様々な種類の電気接続方法が利用され得る。例えば、一実施形態では、スイ
ッチング回路が、適切な電気的接続を確実にするために２つの半分体が接続されている配
向で基づいて第１の半分体１２２Ａ及び／または第２の半分体１２２Ｂの電気コネクタを
再構成するように利用され得る。
【００３７】
　さらに、別の実施形態では、フィンガーカフコネクタ１２２の第１の半分体１２２Ａは
、接続時に平面内でフィンガーカフコネクタの第２の半分体１２２Ｂに対して回転し得る
。この実施形態では、第２の半分体１２２Ｂの電気コネクタパッドは、第１の半分体１２
２Ａの電気コネクタピンとの電気的接続に適応するように同心円状に形成され得る。
【００３８】
　図５Ａ～図５Ｂをさらに参照して、接続時にフィンガーカフコネクタ１２２の第１の半
分体１２２Ａが平面内でフィンガーカフコネクタの第２の半分体１２２Ｂに対して回転す
ることができる別の実施形態について説明する。この実施形態では、第２の半分体１２２
Ｂの電気コネクタパッドは、第１の半分体１２２Ａの電気コネクタピン２０２との電気的
接続に適応するように同心リング２００に成形され得る。
【００３９】
　この実施形態では、フィンガーカフコネクタ１２２の第１の半分体１２２Ａは、接続時
にフィンガーカフコネクタの第２の半分体１２２Ｂに対して平面内で回転し、その結果、
任意の配向位置がユーザによって選択可能であり得る。特に、フィンガーカフコネクタ対
１２２の第１の半分体１２２Ａは、任意の配向位置でコネクタ半分体の適切な整列を容易
にするようにフィンガーカフコネクタ対１２２の固定された第２の半分体１２２Ｂに対し
て位置決めされ、かつ、圧力発生及び調整システムとの適切な電気的接続及び空気圧接続
を確立するように、固定された第２の半分体１２２Ｂに取り付けられ得る。
【００４０】
　前述の実施形態と同様に、フィンガーカフコネクタ１２２Ａの上部の第１の半分体は、
略円形の開口内部と、取付板２１０の外側部分に接触する略正方形の底部と、を有し、取
付板２１０は、磁性材料で形成され得、かつ、略円形である。さらに、フィンガーカフコ
ネクタ１２２Ａの上部の第１の半分体は、フィンガーカフコネクタ１２２Ａの上部の第１
の半分体の略四隅に配置された４対の略円筒形の磁石２１２を含む。フィンガーカフコネ
クタ１２２Ｂの第２の下半分体は、略円形の取付部２１５を有する。一例として、ユーザ
は、第１の上半分体１２２Ａを第２の下半分体１２２Ｂと整列させて、これらを任意の配
向位置で互いに接続し得る。この接続動作では、フィンガーカフコネクタの上半分体１２
２Ａの内側部分は固定された下半分体１２２Ｂの取付部２１５を囲み、上半分体１２２Ａ
の四隅で円筒形磁石２１２は両方の円形取付部に当接する。第１の半分体と第２の半分体
とが互いに磁気的に取り付けられるように（例えば、より確実な接続を提供する）、２１
５と取付板２１０との間で取り付けられる。さらに、これにより、フィンガーカフコネク
タの第１及び第２の半分体１２２Ａ及び１２２Ｂをユーザが選択した任意の配向で接続す
ることが可能になる。
【００４１】
　第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂが互いに接続されると、フィンガー
カフ１０４の第２の半分体１２２Ｂの取付部２１５の電気同心コネクタパッドリング２０
０に接触させている（ケーブル部１２３内の電気配線に接続する）Ｕ字型プリント回路基
板部１３１の電気コネクタピン２０２によって適切な電気接続が達成され得る。このよう
にして、圧力発生及び調整システムとフィンガーカフ１０４との間に電気的接続を適切に
確立することができ、これらの電気的接続は、圧力生成及び調整システムの回路とフィン
ガーカフ１０４の回路（例えば、ＬＥＤ－ＰＤ対）との間の適切な電力、データ、及び制
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御信号接続を含み得る。また、第１の上半分体１２２Ａと第２の下半分体１２２Ｂとが嵌
合すると、第１の半分体１２２Ａからのケーブル部１２３の空圧管部１２７からの空気圧
が、前述したように、Ｌ字型のコネクタチューブ１６１によってブラダに接続されている
第２の半分体１２２Ｂのチューブ１６２に接続され得る。空気圧接続は、前述の実施形態
と同じ方法で行われ、これにより、２つの半分体１２２Ａ及び１２２Ｂが可能な回転方向
のいずれかで接続されると、圧力発生システムによってフィンガーカフコネクタ１２２を
介して空気圧がフィンガーカフ１０４のブラダに提供され得る。したがって、この実施形
態では、フィンガーカフコネクタ１２２の第１の半分体１２２Ａは、任意の配向の位置が
ユーザによって選択され得るように、接続時にフィンガーカフコネクタの第２の半分体１
２２Ｂに対して平面内で回転する。
【００４２】
　フィンガーカフコネクタ１２２の第１の半分体１２２Ａと第２の半分体１２２Ｂとの間
の物理的な接続を保持するために、前述の機構に加えて、またはその代わりに、様々な異
なる種類の機構が利用され得ることを理解されたい。他の種類の磁気保持機構、スナップ
機構、ツイストオン機構（twist-on mechanism）、圧入機構、カムラッチ（cam latch）
、または任意の他の適切な機構を含み得る。したがって、適切な機械的、磁気的、または
電気機械的機構などの様々な他の機構もまた、様々な異なる種類の配向及び適切な位置合
わせを容易にするために利用され得る。
【００４３】
　フィンガーカフと患者の指との間の物理的相互作用は、フィンガーカフ内の圧力が患者
の動脈内の圧力と等しくなるように（例えば、経壁圧力降下はごくわずかになるように）
適切にフィットし、較正されたシステムを達成するために重要であることが理解されるだ
ろう。ケーブルによってフィンガーカフに加えられる機械的な力は、フィンガーカフと患
者の指の間のフィット感と相互作用に影響を与え、これにより、正確で継続的な血圧測定
を妨げ得る。
【００４４】
　前述の本発明の実施形態によれば、複数のタイプのコネクタの配向を利用することによ
って、患者の指にかかる力を軽減するようにケーブルを構成するために、大きな柔軟性が
もたらされる。この種の柔軟性は、手術中及び集中治療室（ＩＣＵ）、緊急治療室（ＥＲ
）、及び他の場所における患者の位置及び補助機器の位置の変動に対応するために非常に
必要とされている。
【００４５】
　前述の本発明の態様は、プロセッサ、回路、コントローラ、制御回路などによる命令の
実行と併せて実施され得ることが理解されたい。一例として、制御回路は、プログラムの
制御、アルゴリズム、ルーチン、または、命令の実行の下で作動し、前述の本発明の実施
形態による方法またはプロセスを実行し得る。たとえば、このようなプログラムは、ファ
ームウェアまたはソフトウェア（たとえば、メモリ及び／または他の場所に格納される）
で実装され得、プロセッサ、制御回路、及び／または他の回路によって実施され得、これ
らの用語は交換可能に使用される。また、プロセッサ、マイクロプロセッサ、回路、制御
回路、回路基板、コントローラ、マイクロコントローラなどの用語は、本発明の実施形態
を実行するために利用され得る、論理、コマンド、命令、ソフトウェア、ファームウェア
、機能性を実行することができる任意のタイプの論理または回路を指すことを理解された
い。
【００４６】
　本明細書に開示された実施形態に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、プ
ロセッサ、モジュール、及び回路は、汎用プロセッサ、特殊プロセッサ、回路、マイクロ
コントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブルロジッ
クデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハード
ウェアコンポーネント、或いは、本明細書に記載の機能を実行するように設計されたこれ
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らの任意の組み合わせで実装または実行され得る。プロセッサは、マイクロプロセッサま
たは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、回路、または状態
機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば
ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携した１つ以上のマイクロプロセッサ、または他の任意のそのような構成として実装され
得る。
【００４７】
　本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている方法またはアルゴリズム
のステップは、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール／
ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて直接実施され得る。ソフトウ
ェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、または当技術分野で公知の他の任意の形態の記憶媒体に存在し得る。例示的な記憶媒
体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができ
るようにプロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに統合され得る。
【００４８】
　開示された実施形態のこれまでの説明は、当業者が本発明を製作または使用することを
可能にするために提供されている。これらの実施形態に対する様々な変更は当業者には容
易に明らかとなり、本明細書で定義された一般的な原理は、本発明の精神または範囲から
逸脱することなく他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は、本明細書に示さ
れている実施形態に限定されることを意図するものではなく、本明細書に開示されている
原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００４９】
１０２　血圧測定装置
１０４　フィンガーカフ
１０５　ブラダ
１２０　血圧測定コントローラ
１２１　装着ブレスレット
１２２　フィンガーカフコネクタ
１２２Ａ　第１の半分体
１２２Ｂ　第２の半分体
１２３　チューブ、ケーブル部
１２７　空圧管部
１３０　患者監視装置
１３１　Ｕ字形プリント回路基板部
１３２　データケーブル
１３４　ポンプ
１３６　チューブ
１５３　固定部
１６０　取付板
１６１　コネクタチューブ
１６２　チューブ
１７０　取付部
１７２　四隅
１８０　電気コネクタパッド
１８２　電気コネクタピン
１８３　磁石
１８４　装置
２００　電気同心コネクタパッドリング、同心リング
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２０２　電気コネクタピン
２１０　取付板
２１２　円筒形磁石
２１５　取付部

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】

【図４Ｃ】
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【図４Ｄ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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